
● このたびは当社製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
● ご使用前に取扱説明書をよくお読みいただき、正しく安全にお使いください。
● 製品を末永く安全にお使いいただくために、「お使いになる前に」を必ずお読
みください。

● 取扱説明書はいつでもお読みになれるように、大切に保管してください。

保存版

取扱説明書
電池錠システム

非接触認証（TebraF キー／ Fカード）

ACアダプタ

■オプション

※ 上表はお客様のご住居に設定されている電気錠システムおよびオプションの種
類です。該当する部分のみ、お読みください。
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お
困
り
の
と
き
は

 認証ボタンを1回押します。
電池残量の警告機能をリセットします。

 カバーを元にもどします。
ツメを差し込み、浮いている側を本体に
「パチン」と音がするまではめこみます。

本体の電池交換
電池が消耗してくると、電池切れ警告（ 16ページ ）が現れます。その場合は速や
かに電池を交換してください。
使用電池：単三アルカリ乾電池　4本
電池はカメラ店、コンビニエンスストア、家電販売店などでお買い求めになれます。

取りはずした部品の紛失、破損に注意しながら行ってください。

電池交換のしかた

 一度ドアノブなどの金属物を触っ
て、体内の静電気を逃がします。
 室内側から電池内蔵部のカバーを取
りはずします。
下側にスライドさせ、手前にずらします。

 古い電池を取りはずします。
下側の電池から取りはずします。

 新しい電池を差し入れ、動作確認を
します。
・ 上側の電池から差し入れます。
・ 電池の極性（+）（－）に注意してく
ださい。
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Tebra キー／タグの電池残量が少なくなると、以下のように動作確認ランプでお
知らせします。

電池交換後は、電池切れ警告が現れないことを確認してください。

電池および取りはずした部品をお子さまに触らせたり、お子さまが飲み
込んだりしないよう、十分注意してください。

● ご入居の際に渡された Tebra キー／タグに内蔵されている電池は、
動作確認用の電池です。

 はじめてお使いになる前に電池交換されることをおすすめします。
● 指定の電池（コイン型リチウム電池CR2032）をご使用ください。
● Tebra キー／タグの電池寿命は約2年間（施錠／解錠を1回として、
1日 10回使用した場合）ですが、電池切れにならなくても2年ご
とに新しい電池と交換してください。

 電池の液漏れや腐食により故障の原因となる場合があります。
● Tebra キー／タグは常時電波を受信しているので、全く使用しない
場合でも電池を消耗します。また、強い電波を受信し続けた場合に
電池を著しく消耗することがありますので、テレビ・パソコンなど
の家電製品の近くに長時間放置しないでください。

● 電池交換する際は、一度ドアノブなどの金属物を触って静電気を逃
がしてから行ってください。また、セーターなど静電気がたまりや
すい衣類を着たまま行わないでください。

 静電気を体内に帯電させた状態で電池交換を行うと、Tebra キー／
タグの部品が故障するおそれがあります。

● 電池交換は電子部品保護のため、濡れた手、汚れた手で行わず、必
ず次ページの方法にしたがって行ってください。

動作状況 ランプ ブザー

Tebra キー／タグの動作確認ランプが
赤色点灯（0.5 秒）

Tebra キー／タグの動作確認ランプは
点灯しません。

－

－

施錠／解錠
（Tebraキー／タグ電池少）

施錠／解錠
（Tebraキー／タグ電池残量無）

Tebra キー／タグの電池切れ警告について
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お
困
り
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き
は

Tebra キー／タグの電池交換
電池が消耗してくると、電池切れ警告（ 18ページ ）が現れます。その場合は速や
かに電池を交換してください。
使用電池：コイン型リチウム電池CR2032
電池はカメラ店、家電販売店などでお買い求めになれます。

取りはずした部品の紛失、破損に注意しながら行ってください。

電池交換のしかた

Ｔｅｂｒａキー 溝部にコインなどを差し込み取りはずす Ｔｅｂｒａタグ

 一度ドアノブなどの金属物を触って、体内の静電気を逃がします。
 裏面のネジを取りはずし、カバーを取りはずします。
1番のプラスドライバーを使用してください。（ホームセンターなどでお買い求めに
なれます）

 ドライバーなどをすき間に差し込み、起こすようにして古い電池を取りはずします。

すき間

 新しい電池を差し入れ、動作確認をします。
（＋）が上になるように取り付けます。

 カバーを元にもどし、ネジを締め込みます。

Ｔｅｂｒａキー Ｔｅｂｒａタグ

ツメ

ツメ

ツメを差し込み、浮いている側をキー本体に
「パチン」と音がするまではめ込む

ツメを合わせて閉める

ランプの点灯確認
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オプションACアダプタについて

● ACアダプタの対応を行った場合は乾電池を使用しないでください。
乾電池の発熱、液漏れ、破裂および機器の故障の原因になります。

● 停電時は使用できません。手動操作でロックを施錠／解錠してくだ
さい。（ 21ページ ）

この製品にはオプション品として、乾電池の代わりにACアダプタに対応した仕
様もあります。
基本動作・機能は乾電池使用時と共通です。

お客様によるACアダプタの取付工事を行わないでください。発煙、発
火、火災、感電および機器の故障の原因になります。

電源供給の特性

電池

ACアダプタ

電池の消耗に伴い、動作が遅くなっていきます。
動作に必要な電池残量を下回った場合は、施錠／解錠動作後、電池切れ
警告をします。（ 16ページ ）

電池交換は必要なくなりますが、停電やブレーカーを落とした場合など、
電源供給が停止すると、動作できません。
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お
困
り
の
と
き
は

Tebra認証キー（Tebraキー／タグ／Fキー／Fカード）を紛失した場合

対処のしかた

防犯上、Tebra 認証キーを紛失されたときは、速やかにTebra 認証キー
の再登録（ID情報の抹消）を行ってください。（ 12～14ページ ）
ID 情報を抹消することで、紛失した Tebra 認証キーでは認証施錠／解
錠できなくなります。

マンション引き渡し書類の中でご案内している別紙『キーのアフターについて』
に記載のサービス代行店までお問い合わせください。

キーの追加購入について

電池切れなどで Tebra 認証キーによる電池錠での施錠／解錠ができなくなった
場合、手動で施錠／解錠してください。

室外側（Tebra キー） 室外側（Tebraタグ／Fキー／Fカード）

Tebra キーのアナログキー（ 7ページ ）
をシリンダーに差し込みます。

キーをシリンダーに差し込みます。

電池切れで作動しない場合
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故障かな？とお考えになる前に
表の内容を確認しても正常に作動しない場合は、当社サービス窓口にご連絡くだ
さい。

全体項目 

参照
ページ状態 考えられる原因 処置

17

リーダ部の認証ボタンを
押しても作動しない。
・ ランプがオレンジ色点
滅し、“ピーピー”とブ
ザーが鳴った。

・ リーダ部のランプが点
灯しない。

本体の電池切れです。
新しい電池に交換してく
ださい。（単三アルカリ乾
電池　4本）

施錠／解錠ができない。

ドアが完全に閉まりきっ
ていない。 ドアを閉めてください。 －

室内換気を行っている。
室内の圧力差による現象
です。（故障ではありませ
ん）

3

施錠／解錠時、リーダ部
のランプが赤色点灯（4
秒）し、“ピー”とブザー
（3秒）が鳴り続けた。

ドアの施錠／解錠異常で
す。

ドアがしっかり閉まって
いることを確認し、再度
Tebra認証キーを使用し、
施錠／解錠確認をしてく
ださい。
（サムターンを使用しても
施錠／解錠できない場合
は、ドア全体の調整が必
要となりますので、速や
かに建築物の管理責任者・
管理会社、施工業者また
は建具メーカーに連絡し
てください）

－

連動施錠されない。
本体の電池切れまたは下
側のロックを手動施錠し
た。

電池が切れたとき以外は
Tebra 認証キーで施錠す
るか、上側のロックを手
動施錠してください。
（電池が切れたときは連動
施錠されません）

4
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お
困
り
の
と
き
は

Tebra キー／タグ

参照
ページ状態 考えられる原因 処置

8

リーダ部の認証ボタンを
押しても作動しない。

Tebra キー／タグが作動
範囲にない。

Tebraキー／タグを持って
いるか確認してください。

4Tebra キー／タグが6秒
以上、静止している。

Tebraキー／タグを揺らし
ながら操作してください。

Tebra キー／タグの電池
残量が少ない。（電池残
量が少ないときは、動作
ランプでお知らせします
18ページ ）

新しい電池に交換してく
ださい。（コイン型リチウ
ム電池CR2032）

19

アナログキーで施錠／解
錠してください。

6
7
21

複数の Tebra キー／タグ
を作動範囲内で同時に使
用している。

Tebra キー／タグは1つ
だけ使用してください。 2

Tebra キー／タグが登録
されていない。

Tebra キー／タグを登録
してください。（ID 情報
を抹消した場合、すべて
の Tebra キー／タグの再
登録が必要です）

14

19Tebra キー／タグに電池
が入っていない。

電池を入れてください。
（コイン型リチウム電池
CR2032）

Tebra キー／タグの ID情報
の抹消・再登録ができない。

ID 登録・抹消モードに
なっていない。

ID 登録・抹消モードにし
てください。 12

リーダ部の認証ボタンを
2秒以上、押し続けてい
ない。

“ピッ・ピピッ”とブザー
が鳴るまでボタンを押し
続けてください。

12Tebra キー／タグの ID
情報の抹消ができない。

リーダ部の登録検知範囲
内（約 80cm 以内）で
Tebra キー／タグの施錠
ボタンを２秒以上、押し
続けていない。

リーダ部の登録検知範囲
内で“ピッ…ピッ”とブ
ザーが鳴るまで登録ボタ
ンを押し続けてください。

Tebra キー／タグが登録
ができない。 14
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TebraF キー／ Fカード

Tebra 認証キー（Tebra キー／タグ／Fキー／ Fカード）共通

参照
ページ状態 考えられる原因 処置

11

施錠／解錠ができない。

TebraF キー／ F カード
をリーダ部に正しくかざ
していない。

複数の Tebra 認証キーを
同時に使用している。

Tebra 認証キーは1つだ
け使用してください。 2

TebraF キー／ F カード
が登録されていない。

TebraF キー／ F カード
を登録してください。（ID
情報を抹消した場合、す
べての TebraF キー／ F
カードの再登録が必要で
す）

14

TebraF キー／ F カード
の ID情報の抹消・再登録
ができない。

ID 登録・抹消モードに
なっていない。

ID 登録・抹消モードにし
てください。 12

リーダ部の認証ボタンを
2秒以上、押し続けてい
ない。

“ピッ・ピピッ”とブザー
が鳴るまで認証ボタンを
押し続けてください。

12
TebraF キー／ F カード
の ID情報の抹消ができな
い。

“ピッ…ピッ”とブザーが
鳴るまで TebraF キー／
F カードをかざし続けて
ください。

TebraF キー／ F カード
の登録ができない。 14

TebraF キーのキーヘッ
ド部または Fカード中央
とリーダ部の「 」
マークを目安に合わせて
かざします。

リーダ部の「 」マー
クに、TebraF キ ー／ F
カードを 2 秒以上、か
ざし続けていない。（約
1cm以内）

参照
ページ状態 考えられる原因 処置

最大登録数（8個）を超
えている。 －Tebra 認証キーの登録が

できない。 15

ID 登録・抹消モードに
なっている。

ID 登録・抹消モードを終
了してください。施錠／解錠ができない。 15

故障かな？とお考えになる前に（続き）

オプション
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お
困
り
の
と
き
は

仕様
■ リーダ本体仕様

■ Tebra キー／タグの仕様

■ 交信性能※3

約80cmハンズフリー交信範囲

※3：使用環境により交信性能は変動します。

※4：電池の種類により異なります。

※1：使用環境により電池寿命は変動します。

■ 使用環境※4

※2：Tebra 認証キー（Tebra キー／タグ／ Fキー／ Fカード）の合計数となります。

－10℃～50℃使用温度範囲

30～90％ RH（結露／氷結無きこと）使用湿度範囲

最大8個 ※2登録可能 IDキー数

コイン型リチウム電池CR2032（DC3V）

315MHz

最大14mA

約 2年（施錠／解錠を1回として1日10回使用した場合）

使用電池

送信周波数

動作電流

電池寿命

送信周波数
ハンズフリー

ICカード

125.0kHz

13.56MHz

単三アルカリ乾電池（DC6V）　4本使用電池

最大1A動作電流

約1年※1（施錠／解錠を1回として1日10回使用した場合）電池寿命
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